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　横浜市鶴見に生まれる。同じくエンジニアであった母より「エンジ

ニアの英才教育」を受け、小学生時代から、ハンダ付けなど電子工

作を教わり、プラモデル・ラジコンなどものづくりに没頭する。中高

はサッカー部、高校では部長も務めた。大学で音楽を始め、現在も

アマチュアバンド「Road Back Home」でベーシストとして活躍。ゴ

ルフも相当な腕前。趣味に没頭できる人間は発想も豊かで集中力が

あり、クリエイティブでユニークな仕事ができる。人材採用では、「オ

タク」を評価。

SIC に入居されている企業様をご紹介します。その175

【責任者プロフィール】

　ロボットシステムのインテグレート事業。

１．創業のきっかけ

２．事業紹介

経 験の枠を超 越し、日本の製 造 業を
“人が最も輝く居場所にする”

令 和２年（２０２０年 ）9月1日（火） Sagamihara Incubation Center  さがみはら産業創造センター  編集・発行

株式会社トランセンド
取締役最高技術責任者（CTO）大野 慶（おおの けい）

３．今後の目標

自動車業界などでは既に多くのロボットが使われており必要不可

欠な存在である。一方、ロボットを活用して自動化を進めたいが、何

をどうすればいいのか、困っている業界・会社が結構ある。ロボット

の普及が期待される三品業界（食品、化粧品、医薬品）の中で特に食

品工場などからニーズをいただいている。

　お客様とともに、課題解決の自動化に向けたコンサルティングか

ら設計・部品調達・組立・プログラム導入・稼働・メンテナンスまでを

一気通貫で担っている。

　トランセンドは、システムの全体像を決める重要な役割である構

想設計・プログラム開発などシステム統合を担う。その他の工程は、

ＪＥＴや永進テクノに引き継ぐことが多い。システム統合部分では、

メカの動きを予測しながらプログラムが書けることも、トランセンド

の強みである。

　３社の間に壁は無く各 社のスタッフが力を合わせて働き、One 

Teamとして、スピード感・機動力がある動きとなっている。

　トランセンドは、取締役３名（遠藤氏・鈴木氏・大野氏）、技術顧問

１名、エンジニア４名だが、３社のTeamでは、約３０名程度になる。

　相模原市内のロボットシステムインテグレータ（SIer）の２社、ＪＥＴ

株式会社(遠藤法男社長、トランセンド社長)と永進テクノ株式会社

（鈴木道雄社長、トランセンド取締役）が、2016年に共同で会社を設

立した。

　JETは、精密金属加工からスタートし、設計・組立・自動機・産業用

ロボットを組み込んだSIer事業に取り組んでいる。食品や光学系、

半導体関連の企業向けの自動化を得意とする。

　永進テクノは、大手重工メーカー向けコジェネレーションシステム

などの総合設備エンジニアリング、浮上油回収装置「エコイット」の

開発販売、大型溶接ロボットシステムなどを得意とするSIer事業を

行っている。

トランセンドは、こうしたＪＥＴの開発力、永進テクノの施工力・ネッ

トワーク力・メンテナンス力などを組み合わせ事業展開している。

　ロボットシステムは、ロボットだけでなく画像処理やハンドなどの

周辺技術の活用と統合が重要。活用できるＡＩや画像処理などの先

端情報を探索しトライしたい。

　トランセンドは、スタッフ・ステークホルダーなどの人々が輝く場所

でありたい。単体で２０―３０名位の規模にし、関係企業とともに切

磋琢磨の上、相模原にトランセンドあり、という存在になりたい、と抱

負を語る。

　３社のOne Teamで、ロボットの聖地を目指す相模原のロボット産

業を牽引していただきたい。（ＳＩＣ安藤）

株式会社トランセンド
SIC-2 R&D Lab. 2315号室
URL https://www.transcend.expert/

独自のビジョンを搭載したデモ機

(ロボットセンター展示中)



暑さが続きますが、秋分を過ぎれば夜が段々と長くなります。今回取材した大野さんは色々な趣味をお持ちとの
こと。昔、趣味は創造、鑑賞、外出の要素を持つと良いと聞きました。すごしやすい季節になりますので、公私のメ
リハリをつけ、これからの生活様式に合わせた趣味を探す、もしくは没頭してはいかがでしょうか。(佐藤)

編集後記

★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話：042-770-9119  FAX：042-770-9077  ホームページ：https://www.sic-sagamihara.jp
　発行元：株式会社さがみはら産業創造センター（SIC）  〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21  E-mail：koho@sic-sagamihara.jp

新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。
ご紹介する記事はSICに掲示していますので、ご覧ください。

７月２９日　三立工業株式会社　日刊工業新聞
　　　　　　― 柱材パレット積み自動化 ―

8 月の 新 聞 掲 載 記 事 紹 介（8 月2 7日 時 点 ）

― 郵便投函スマホに通知 ―
８月　３日　株式会社グリーンノート　日刊工業新聞

―コロナ禍で知っておきたい「買いたたき」 ―
８月１１日　高瀬総合法律事務所　かながわ経済新聞

日時
方式
参加費
講師

受講申込

担当

令和2年9月15日（火）10時～17時
オンライン開催（Zoom）
無料 ※市内企業優先に先着20名までになります。
青山学院大学 理工学部経営システム工学科
教授 松本 俊之氏
さがみはらロボット導入支援センターのWEBサイトよりお申
し込みください。別途メールにてご連絡さしあげます。
樽川（内線：2022）

定員

参加料
会場

10名（先着順）
ゆったり着席してソーシャルディスタンスを確保します
1回 2,000円（3回セットは5,000円）
SIC-2 R&D Lab.１階 キッチンラボ 

（片山 内線2025,1001）

※IE（インダストリアル・エンジニアリング）は、経営工学、とくにものづくり
での改善の中核です。
IEとは、人を含むシステムの仕事の生産性を向上させる改善活動および問
題解決活動のことであり、人が改善力を身に着けて育つことです。

入居企業は商談ブースなどと同様にご利用頂けま

す（清掃やメンテンナンス中はご遠慮ください）。 

飲食物を持ち込んでのご利用も可能です。 

入居企業様の貸し切りによるご利用も対応します

ので、ご希望の際はＳＩＣスタッフ（担当 片山）にお

問合せください。 

飲食サービスは8:00から21:00の間で、厨房利用者（現在は

セラム・グループ）が希望する時間帯となります。

飲食店事業者がキッチンラボを利用する際、ランチタイムの

営業は必ず行います。

キッチンラボはこれから飲食店を開業したい創業検討者などが、

営業をトライアルする場所としても操業していきます。入居企業

の皆様のご利用と温かい応援を頂ければ幸いです！ 

飲食事業者の営業について飲食スペースについて

キ ッ チ ン ラ ボ の 入 居 企 業 様 の ご 利 用 に つ い て 、
ご 案 内 さ せ て い た だ き ま す 。 　 　 　 　 　 　 の 利 用 に つ い て

ROBOT SEMIN A R

改善基 礎セミナーのおしらせ
キッチンラボ de ワインセミナー
～ビジネスでも活かせるワインの楽しみ方～

IE※の考え方をもとに、生産プロセス改善の進め方や工程改善
手法について、実例や演習を交えて学びます。

ワインの種類や産地、味、作り方やなどを、ワインを楽しみながら
学ぶセミナーです。２回目からの参加でも大歓迎です。

第 2回 ： 9月2日（水）　

第 3回 ： 9月8日（火）

最終回： 9月16日（水）

※各回とも18:30開始
（1時間のセミナーです）

さがみはらロボット
導入支援センター

S a g a m i h a r a  R O B O T  S U P P O R T  C E N T E R

講師

株式会社SELAM・GROUP
代表取締役 山口 陽一 氏
JSA認定ソムリエ
飲食業歴：16年

賃料/月額
（共益費込・消費税抜き）空 室 数部　屋

SIC-2
Creation Lab. 〇オフィス（50.2㎡） 1 172,700円

SIC-1
Startup Lab.

〇セミラボA（47.3㎡）
〇スモールオフィスＡ（23.6㎡×2）

2
1

140,600円
157,400円※1

※1 令和2年10月から入居可能 ・ 二間続き

 ※お気軽に稲垣・大谷までお問合せくださいSIC空室情報  (令和2年9月1日 現在)


